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「革新的燃焼技術を具現化するモデリングと制御」
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制御グループ 制御用モデルおよび制御システム構築
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ロバスト性確保および運転領域拡大，
適合試験を不要とするための革新的精密燃焼制御
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「ロバスト性確保および運転領域拡大，
適合試験を不要とするための革新的精密燃焼制御」

ECU実装可能な物理ベースのエンジン制御モデルを構築，これまでの制御マップに基づく制御から
モデルベースト制御を活かした新たなエンジン制御システムの構築を目指す。

MBCを軸とした新制御システム 制御試験に用いる共有過渡ベンチ

従来の制御マップに基づく制御からModel Based Control
（MBC）の概念へ移行するために，ECU上で実行可能な物理に
基づく着火燃焼予測モデルを構築，それを応用した制御システム
の性能評価を行う。

Control-oriented model

・構築した３段噴射モデルは，適合点以外でも予測精度が確保で
きることが確認された。

・制御モデルを実装したMIMO-FF制御器を構築した。
・構築した制御系で，制御量の目標値追従，回転数，トルクが変
化する過渡状態での運転に成功した。

*赤番号はモデル適合点，青番号は評価点

モデル適合条件と評価条件

モデルの予測性能

モデルを用いたFF制御システム

目標値追従試験(MIMO) 過渡試験 (SISO)

・基盤となる制御システム構築は完了，
今後はシミュレーションと実機によ
る制御システムの性能評価，改善を
行う。

・路上走行等のビッグデータをIoTと
AIにより有効活用し，人の特性や交
通状況等もリアルタイムに考慮し最

・吸排気制御系と連携した制御性能評価
・新燃焼導入時のCO2削減および燃焼騒音の評価

適化する制御システムへの応用を展開する。


